
新たな時代の課題と問題解決の試み

S P E C I A L R E P O R T

倫理の揺らぎのなかで民間が果たす役割

──大切なのは、常に考え続けること──

日本初の完全インターネット大学という試み

──学びたいすべての人に学びの場を──
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学校でできる道徳教育、できない道徳教育

──中央教育審議会の会長を務めておられますが、小学校での道徳教育と歴史教育は

不必要だとおっしゃっていますね。

● 山崎　正和　劇作家、評論家、LCA大学院大学学長インタビュー1
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学問としての歴史と政治的正義のための歴史
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科学の進歩とエートスのズレが生んだ生命倫理問題

――宇和島徳洲会病院の臓器移植や代理母の問題が話題になっています。生命倫理に

関する日本のいまの状況について、どうお考えですか。

特
集
―
―
新
た
な
時
代
の
課
題
と
問
題
解
決
の
試
み

山崎正和（やまざき・まさかず）
1934年3月26日京都市生まれ。53年京都大学文学部美学科卒業、61
年同大学院博士課程修了。64～66年イェール大学演劇学科留学。同
大学講師を経て、コロンビア大学客員教授。関西大学文学部教授、
大阪大学文学部教授、東亜大学学長などを歴任。2006年開学と同時
にLCA大学院大学学長、07年には中央教育審議会会長に就任した。
数々の戯曲を発表するとともに、評論家としても多彩な分野で活躍、
企業メセナやボランティアの概念を日本に普及させた1人でもある。
サントリー文化財団理事。岸田国士戯曲賞（1963年）、芸術選奨文
部大臣新人賞（71年）、読売文学賞（72年）、芸術祭賞優秀賞（73
年）、毎日出版文化賞（75年）、吉野作造賞（84年）、読売文学賞
（84年）、大阪文化賞（93年）、紫綬褒章（99年）、文化功労者
（2006年）を受賞。96年よりSPF理事。
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エートスを変えるためにはビルトスの積み重ねが必要
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民間外交において非営利組織ができること

――話は変わりますが、ご著書『社交する人間』で、グローバル化によって組織原理

が衰退するなかで、社交の復権により新しい人間関係を構築しなければならないと説
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かれていますね。
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――SPFでは、新しい事業ガイドラインを発表しましたが、その柱の1つとして「情

報発信」をすえています。
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驚異的に高い出席率を支えるもの

――この4月に開学したサイバー大学の初代学長に就任されましたね。この大学は日

本初のインターネットを利用した通信制の大学ですが、どのようなものか、簡単にご

紹介ください。

●吉村　作治　　サイバー大学学長、早稲田大学客員教授インタビュー2
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――サイバー大学の設立に際しては、すべての人に教育の機会を提供したいというお

気持ちがあったということですね。
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なぜ、株式会社が運営する大学にしたのか

――サイバー大学は、株式会社になっていますね。なぜ、株式会社にしようと思われ

たのですか。
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インターネットは教育のベストツール

――サイバー大学は、授業にインターネットを活用したeラーニング型の大学です。

SPFでも、遠隔教育にインターネットを活用する事業を行ってきました。ITを使った

今後の教育について、どうあるべきか、また、どういう可能性を秘めているとお考え

か、お聞かせください。

吉村作治（よしむら・さくじ）
1943年東京都生まれ。66年、アジア初の早稲田大学エジプト調査
隊を組織し現地に赴いて以来、40年以上にわたり発掘調査を継続、
数々の発見により国際的評価を得る。人工衛星の画像解析などハイ
テクを導入した調査によって見つけ出したダハシュール北遺跡から
は、多くの貴重な遺物のほか、2005年1月、未盗掘・完全ミイラ
「セヌウ」を発見するという快挙を成し遂げた。さらに07年1月には、
同遺跡から3つの未開封木棺を発見、世界的注目を浴びている。ま
た07年4月、株式会社立で日本初・完全インターネット講義による
「サイバー大学」を設立、初代学長に就任。主な著書に『ミイラ発
見！！ 私のエジプト発掘物語 』（汐文社）、『ピラミッドの謎』
（岩波書店）ほか多数。公式ウェブサイトhttp://www.egypt.co.jp 96
年よりSPF評議員。
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新聞、テレビ、雑誌はインターネットの補完手段

――早稲田大学は、2001年から3年間にわたって、IT革命という視点から、イスラム

世界の潜在能力と価値観を世界に発信し、文明間対話を促進しようというプロジェク

トを行われましたね。IT革命がイスラム社会に与えた影響を分析し、年1回「イスラ

ムとIT革命」と題した国際シンポジウムの場で発表も行いました。この活動について、

ご紹介いただけますか。

――SPFは、異文明間対話をはじめ、価値観の共有をテーマにさまざまな対話の場を

設けています。そして、そうした対話から生まれた情報を伝えていきたいと考えてい
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ます。そういう情報発信を最も効果的にしていくには、どのような方法が適している

とお考えになりますか。


